
全ての市民が幸せであると感じられる都市の実現を目指して

しあわせ実感くまもと
HAPPINESS KUMAMOTO
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「安全で健やかなまちづくり」
健康は人の幸せの基本。市民ひとりひとりが心身

ともに充実感を感じられ、環境にやさしい、災害

に強い都市を目指します。

しあわせ実感くまもと



I
t
二
;
u
-
∵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∵

熊恒l了は、過去に即日台22牢の熊本

地震、昭和2年の潮害、昭和28年の

白川水害、平成3年の台風19号や雲

仙普賢岳の噴火による降灰等、幾多

の災害を経験してきました。

又、平成7年1J-117Flには未曽有

の大災害をもたらした阪神・淡路大

震災がありました。

そこで、この大震災を教訓に、 T.

に風水害対策に重きをおいていた本

ffiの地域防災計画を見直し、地震災

害対策を充実させるとともに各種の

A.' ′31蝣.I.ォ.・一　・'　蝣!・.ち

す。

また、いつ発生するかわからない

災蝣iに対して、本市では各防災関係

機関と共に総合防災訓練の実施や防

災関係機関連結協議会を開催するな

ど、連携を強めながら災害の予防や

復旧に対応するようにしています。

一方、各種災害の予測や情報収集

を迅速適jH化するために警報テレメ

ータ、レ-ダ-雨量計、河川・気象

l吊l川、ミtfc-it;?璃uiT蝣'増.'*i'iil、 i∴樟こir

政無線等防災情報システムの強化と

ともに、災害が発生した場合に備え

て、防災倉庫、飲料水兼糊の耐震性

貯水槽等の整備を行い、食糧、 [川J

品、飲料水、防災資機材等を備蓄し、

災害応急対策の充実につとめていま

m

このほか、本市では市民一人ひと

りが、自らの身の安全は自らが守る

という意識の頚要性を哩醇していた

、　　　JIs ' l'∴''.!-'. ".!蝣'.

室の断崖等のほか、町l大泊冶金を中

心とした自主防災クラブの結成の促

進や、防災思想の啓発・普及をはか

生　市民と一価となった「災害に強

い安全なまちづくr)」を推進士てい

mm*

河川・排水路

河川は、日用・緑川をはじめとし

渡鹿公園の防災倉庫

て、大小約33本が流れています。

これらの河川では、昭和28年の白

川大水害をはじめ、昭和63年・平成

2年・平成7年など幾度となく大き

な災害を繰り返しています。

市では、このような災害に対処す

るため、健軍用・藻岩音堀川・麹川・

馴ほ都市小河川、天明新川や谷尾

崎川を準用河川はして河川改修を進

めています。

その他、特に浸水願度の多い地区

の排水路については、特別排水路と

して位置づけ、重点的に轄備事業を

進めています。

また、山ノ下をはじめ上高橋、小

島御幸地区など各所に排水機場を建

設し、河川水位の上昇時におこる内

水浸水被害を未然に防いでいますO

さらに、雨水処理対策として、宅

地開発時に調整池、浸水性舗装、浸

透桝等の設置を指導して、流出抑制

を図っています。
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「安全で健やかなまちづくり」

市民と一体となった自主防災の推進

阪神・淡路人震災の教訓のひとつ

に、地域における自主防災の重要性

があげられます。消防局では、地巌

等の災害発生時に地域の住民が初期

の消火活動や救命活動等が行えるよ

うに自i三防災クラブ育成事業や救急

ボランティア育成事業などrli民と-

体となった自主防災の推進をL宝】って

いくとともに、耐震性貯水槽及び備

蓄倉庫の設置などの自主防災の拠点

整備を進めていますo

新たなる消防を目指して

情報管理機能の強化を目的として、

消防局では、瞬時に災害点を検索し、

迅速な消防隊の出動指令が可能とな

る「消防司令管制システム」を導入

しました。

このシステムは、救命率の向」二や

被害防lLの極限化等、 「災害に強い

安全な都l有の形成」に大いに貢献し

ています。
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「安全で健やかなまちづくり」

交
通
安
全
教
室

交通安全

高齢者、児童・生徒等を対象とし120

た交通安全教育や、交通指導員によ

る通園・通学路における街頗指導、

広報活動等を実施し、交通マナーの

向上を凶っています。

また、見通しの悪い交差ノt.Rやカ-

&遇MB玩sa日昌am*軌^sa

等の交通安全施設を設置しています。

更に、交通事故被災者に対する救

済対策として、交通災害共済事業、

交通遺児援助基金制度の拡充や交通

事故相談所の充実に努めています。

自転車対策

放置自転車対策として、放置禁_I上

区域の指定や放置自転車の移動、保

管業務を行い、また、市内中心部や

駅周辺には整理指導員を配置して、

駐輪マナーの指導や磐理業務を行っ

ています。更に、自転車駐車場等駐

輪施設の充実に努めていますO

■交通事故発生状況指数(平成2年- 1 00)　　　事高齢者(65歳以上)の交通事故年別推移
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■自転車放置実態調査年別推移
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「安全で健やかなまちづくり」
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スポーツ・レクリエーション

本市では、スポーツを通した「心

豊かな優しいまちづくり」を目指し

生涯スポーツを心民生活の一部とし

て位置づけなから、スポーツ環境の

整備とスポーツ活動の推進を図るた

めの総合的施策を進めています。

スポーツ施設等の整備拡充

本市には、市民のスポーツ・レク

りエ-ション活動の拠点として、公

園機能を備えた浜線健康パークや南

部総合スポ-ツセンタ-をはじめ、

野球場、競技場、武道場、体育館な

ど多くのスポーツ施設があり、スポ

ーツ活動の拠.,cSとして多くの方々に

利用されています。

今後とも、市民一人ひとりが日常

生活の中でいつでも気軽に利用でき

るようなスポーツ施設の整備拡充と

効果的利用の促進に努めていきます。

スポーツ活動の振興

市民総参加の大会から校区内の運

動会や各種スポーツ大会等地域に根

ざしたスポーツ活動の促進はもとよ

り、誰もが気軽に参加できるような

スポ-ツの普及啓発を図るなど、市

民総スポーツ運動の推進に努めてい

・xa

また、平成11年開催の熊本国体に

I;小ナ、社全体再組織の充実、指導者

の養成・確保、及び選手の育成・強

化を柱として競技スポーツの振興に

力を注いでいます。
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ト「安全で健やかなまちづくり」

保　　　健

本tj、本格的な高齢化社会を迎え、

長し-人生を健やかに楽しく、積極的

に生きて行くため、単に、 「健康を

守る」にとどまらず、一歩進んで樟

極的に健康を増進する必要がありま

す。疾病の早期発見、早期治療とと

もに積極的な予防としての健康づく

りが求められています。

総合的健康づくりの推進

全ての市民の健康をflJ'政の目標と

して「健康都市」を宣言した昭和54

年以来、 10月1日を健康の日とし、

健康)=川ミ]を定め、熊本市民健康フェ

スティバルの開催、いきいき-ツラ

ッ健康ウォーク、講演会など実施し、

更には、モデル校区を指定し、校区

市民の健康づくり活動の支援、健康

づくり推進員の育成、健康まつりを

開催するなど市民意識の高揚と地域

主体の健康づくり支援に努めていま

す。

また、乳幼児からの健康的な日常

生活習慣、ライフステージに応じた

健康増進、食生活改善の地域に相を

はった身近な食生活改善推進員活動

など総合的に健康づくりを推進して

HSl!

保健所・保健センター

熊木市域を5区域に分けた2保健

所、 3保健センターはrff民の生涯を

通した健康づくりを支援する専門的

技術的拠点としてきめ細かな保健サ

ービスの充実を図っています。

(母子保健)  1歳半検診を始めと

して育児の健やかな成長をサポート

する相談事業を推進してますO

-　　　　　　　　、 ・ ・

i- -　　　　-二二ノ

(歯科保健)　全身の健康を阻害す

る要閑をもつむし歯、歯周疾患を予

防するHの中からの健康つくりに努

めています(,

(成人保健)　40歳からの基本健康

診奈を始め健康教育、相談、発症予

防事業、機能訓練、ねたきり者の歯

間検診、訪r間者導の高齢者のケアに

努めています。

(精神保健)　心の健康について精

神障害者とのふれあい交流、社会復

帰、白(r_、社会参加の支援を推進し

ています。

(結核・エイズ・感染性対策)　輸

入感染の増加、小児を主としたウイ

ルス感染の集団発′l二、細菌性食中毒

の発生、結核、エイズを始めとする

ウイルス性肝炎対策を推進していま

す。

熊本市民病院

熊本市立熊本市民病院は、診療科

25科、病床数.580床(伝染病40床を

含む)を有する地域医療の中核病院

として、住民の健康保持の為、 -一般

医療のほか高度・特殊医療を目指し

ながら自治体病院としての役割を果

しています。

特に、平成5年度から熊本市の友

好姉妹都市である、ドイツ　-イデ

ルベルグ市及びアメリカ　サンアン

トニオ市と医師・看護婦等の相互派

遣を行い、職員の資質向上にも努力

しています。

施設面ではICU(集中治療室)を

増設し、急性の疾患や外傷などで重

症になった場合や大手術後に、呼吸

管埋や循環器管理を含めた高度な全

身管理をすることができるようにな

りました。

また、救急外来の改築により、 24

時間体制での救急患者の受入体制も

整っていますC

このように当院の仁は旨している高

度・特殊医療を進めて行くうえで是

非とも必要な設備及びスタッフを配

置し、当院のモット-である「患者

に優LL、医療」 「正確な医療」 「譲り

合いの医療」を目指し、実力を備え

た地方中核病院として.さらに充実

を図ってきております。

救急外来入口

m医療施設と従事者数
(平成7珪素)　(平成6年末)

施設数　従事者数

908　　12.845

診療所

52口

看護婦(士)

l:准看含む)
8,752

歯科

7-if of,
288

医師

P.3PB

薬剤昌Tj

A be病院

IM i
L
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腔康を実感できる

「安全で健やかなまちづくり」

環境保全都市宣言

本市では、水と緑に輝くふるさと

の環境を保全し次の仲代へと引き継

ぐとともに、地球環境問題に対して

も地方から積極的に取り組んでいく

ことを65万市民の誓いとして、市議

会の御同意をいただき、平成7年9

月25日、 「環境保全都市宣言」を行

いました。

環境基本条例と環境総合計画の推進

/-H]の環境問題は、私たちの日常

/1三活が環境に過度の負担をかけてい

ることに起関しており、この解決の

ためには、多方向にわたる行政施策

の展開を阿るとともに、事業活動の

あり方や一一人ひとりの生i舌様式など

を大きく見直していかなければなり

ませんo

そのため、昭和63年、全回に先駆

け、 「熊本市環境基本条例」を制定

しました。

この条例は、環境行政を総合的か

つ計画的に推進していくための基本

となるものです。

さらに、平戊4年度には、 211鵬己

にl帥ナた本市環境行政のマスタープ

ランとなる「熊本市環境総合計画」

を策定しました。

その計画に基づき、市民の皆様1-

人ひとりが、環境-配慮した行動を

していただくための、また、事業を

行うにあたり、事前に環境へ配慮し

ていただくための指針を策定し、様

々な具体的な施策を展開しておりま

す。

ォ7*Sl*Jr_.蛋I*一蝣ヨ

1

/5pism-,i/¥

≡憂

一_ I

義,蝣*!

∴
;
'
.
∫
: HAPPINESS

KUMAMOTO

Lこニ　　　ー

地下水保全

健康で豊かなIhLは生活や都市活動、

産業活動を支える地下水は、本r行の

社会経済の発展に欠かせない資源で

す。

この地下ノ出土、永い自然の営みと、

多くの先人たちによって守り伝えら

れてきた財産であり、未来i|j比に守

り伝えていかなければならない貴重

な財産です。

このため本市では、市民・事業者

の理解と協力のもとに次のような事

業を展開しています。

「節水型社会の形成」のために

地下水保全-の意識の高揚を図る

.J∴叫∴ '['蝣<!k r ;| !'i^いら　節水';蝣)蝣化

上目呂(7J1-8J=])を設け、マス・

メディアの活用による啓発と各種イ

ベントや節水教室を開催し、啓発ビ

デオの放映、パンフレットやチラシ

配布などを行うとともに、 」二業用水

等の合埋化を進めるため、水利用に

対する指導、調杏を推進しています。

また、平成8年度は、地卜水保全

都市宣言2(周年を迎え、 65万市民1一

体となった地下水保全対策をさらに

推進するため、記念事業を行いまL

m

「地下水の質、量の保全」のために

地卜水に関する調音や地下水位と

水質の常時監視、研究体制の確v;や

汚染の未然Vii上と回復対策に努める

Ej銀前の銀否並木

とともに、かん養林の造成や雨水浸

透施設の設置等を進めています。

「広域的な取り組み」のために

・い.し　蝣I"蝣:二言Il'.さ!!・"'二　~・川熊iJu

卜水基金」において関係mi叶村と連

携し、森林の保全をはじめとする地

卜水の保全事業を行っています。.

鯨岡水キャンペーンマ19 ・キャッチフレーズ
〔 T・反5H一曽爾ffcl
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ごみ処理・リサイクルの推進

本tb-は従来の燃やして埋めるとい

う廃棄物処理から、循環型社会-の

転換を図るため様々な施策を行って

います。

このようななか、平成8年度のご

み排出量は約31万3千トンで、対前

年度比でみると家庭ごみが4.2%、

事業ごみが1.5%、総量で3.1%の伸

びとなっており、このような状況に

対応するため、ごみ減量・リサイク

ルを推進する目的から、「再生資源集

団回収助成事業」、 「資源ごみ再資源

化推進事業」により家庭ごみの12%

を再生資源として回収しています。

また、 「容器包装リサイクル法」

(半i.'V.'トOI川1定1小・y-'k'j ;r- 1 m

から施行されることを受け、本市で

もペットボトルのモデル地I*.分別収

集の実施や、紙パック拠点回収を拡

ixmmt嗣mm

また、きれいな街づくり推進事業

の一環として、ごみ減量・リサイク

ル及び環境美化に取り細′む地域活動

の指導者としての「減量美化推進員」

は417町内で選任されており、今後

なお　一層の拡充に努めていきますG

さらに、旧東部環境l二場管理棟を

活用し、ごみ減量・リサイクルの総

合啓発施設として「リサイクル情報

プラザ」を平成9年度に開設する予

定としています。

その他、地球環境を守る観∴:(から、

人巧tJ_ごみとして排出された冷蔵棟・

エアコンからのフロンガス1日川又や、

F等ミ」い蝣蝣Lit-'ー】糾111蝣一蝣V-ら'ML二.ニI l.1量上

し・:帖'-揖tm^¥t,寸蝣l',蝣'蝣蝣*川l仕さ二

箱の設置を実施しています。産業廃

棄物対策としても、適iT.処埋の推進

に努めるととい二イく法投棄巡視員を

:l上i;上、ト法員ォ・・'、 1ミ然i;-'-ll-やSi'lm

にも努めています。

■ゴミ排出量の推移

書処理別人口の推移(平成2fE屡から旧4町分を含む)

し尿処理

し尿処町事業については、計画的

こI'lvli vjR'1.と通l-'ci叩ミL-N^なの、

小学校医担当の許可業者による、し

尿の定期収集と浄化槽清掃を実施し、

秋津浄化センター・中部浄化センタ

ーで過l工に処埋してし-ます。

また、環境問題が社会的にも叫ば

れている今日、公共用水城保全の　-

環として、し尿と伴せて>M活雑排水

土.;蝣>州で'さ'サ蝣>小一"I蝣蝣沖　Li'iVMl:牌設

置に補助金を交付し、その普及促進

を関っていますO

さらに、清潔で明るく使いやすい

公衆トイレ(美粧化トイレ)づくり

をH指し、きめ細かな維持管埋を行

い好評を得ています。

今後とも、 21位妃に向けた快適な

生活環境の保全と都市機能の充実に

努めていきます。

1・を三　蝣nsj三,

I処理量の推移(平成2年度から旧4町分を含む)

∴　・ :・'..√∴ tJ∴ '.・*ォ・'・>一六一研こう'」%」S&.-サ&'ォ.‥二 I7-*V, 、1 tん　　　　　　　　〃、,ォJコ竹し′l=・- ・V-: - ll,v-..'-7
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今私たちのまわりでは、地球的規

模での環境関越の解決が国際的な課

題となるとともに、身近な環境にお

し、ても自然環境の積極的な保全や快

適な環境の創造などが強く求められ

ています。

このため、広く環境全般にわたる

施策を展開しています。

公害防止対策の啓発

公害防止対策を円滑に進めていく

ためには、工場・事業場はもちろん

市民の皆様のご理解とご協力が必要

です。そこで、公害防1Lに関するビ

デオやパンフレット、または各種イ

ベントなどを適しての啓発活動を積

極的に進めています。

また、平成5年度に生活稚排水対

策普及推進員制度を設け、推進員の

皆様を中心に流域住民への啓発活動

を展開していますO

公害防止対策の推進

公害防止対策の基本は、未然防lL

です。そこで、工場・事業場の建設

時J-.NI十る蝣Kl満肘蝣p>榊朕1-1-てい) 、

未然防止対策に努めています。

また、中小企業の方を対象とした

施設改善のための公害防止融資資金

制度の活用を積極的に進めています。

環境汚染監視体制の強化

人の健康と密接に結びついている

大気や水質などの状況を迅速、的確

に把握するため、人気測定局の軽偏

や水質汚濁、騒音などの監視体制の

充実を図り、市民が安全で健やかに

過ごせる生活環境の保全に努めてい

ます(,

環境衛生

近年、食品流通の広域化や長期化、

輸入食品の増加、施設の近代化、生

活様式やニーズ'の多様化の中で、市

民が真にゆとりと潤いに満ち、豊か

さと幸せを実感できるようなまちづ

く　りが求められています。

このような状況の中で、市民の日

常生活に密接に関係する衣・食・住

の全般にわたって、快適で安心でき

る生活を確保するため、食品衛年、

環境衛生の科学的監視指導体制の充

実弓削ヒにより、業界の自主管理活動

を支援するとともに、営業者・市民

・行政の三者による新たな生活衛生

思想の構築に努めますO

一方、環境衛生事業所では、地域

団体の活動と連携して、防疫、ねず

み・衛生害虫の駆除及び除草指導等

を行い、清潔な環境づくりを進める

とともに環境の美化に努め、健康な

市民生活を支える快適な環境づくり

の一翼を担っています。

墓地・斎場

本市は、 7ヵ所の市営墓地(園)と

納骨堂1ヵ所を管理し、永眠された

阻先の安住の地として市民に利用さ

れています。

また、点場は、築後24年を経過し、

施設の老朽化が目立つようになった

ため、問辺環境との調和のとれた近

代的な新斎場の建設計画を進めてい

mm

しあわせ実感くまもと

拙　吉

V,J工　こ∴十.:
温かいふれあいのある家庭や地域、いじめ

のない学校など、人間性を育て、また世界

的な視野に立った交流や助け合いのできる

都市を目指します。
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